日本４７０協会 理事会 議事録
開催日時：
2006年9月29日（金）18:30～

開催場所：
岸記念体育会館 103号会議室

出 席 者：
渡邉、倭、秋元、大庭、中村、松山、信時、五味、戸張

委 任 状：
柚木、相沢、佐藤、秋本、恒川（以上 渡邉理事長に委任）

欠 席 者：
小松、朝原、葛西（敬称略）

議  題：

1. クラスルール変更

2006年6月6日付けで2006年版国際470クラス規則が発効した。今回から、ISAFのクラス規則標準フォーマットに基づいて構成が大きく変更となり、規則内容もいくつか変更となっている。日本語版は現在翻訳作業中である。

日本国内の大会については2006円9月末日を期限として各レース委員会の裁量で猶予を許可しているが、10月1日以降は全ての大会で新ルールを摘要する。

ルール変更の主要点はHPに掲載済み。
2. ジュニア470選手権報告

今年度のジュニアワールドがトラベミュンデ（ドイツ）で7月に開催され、日本から３チームが出場した。（中村）

3. 470世界選手権報告
9月4日～13日まで中国の日照で開催され、男子5チーム、女子4チームが出場。全体では男子87艇、女子60艇が参加、予選は男子3グループ、女子2グループに分かれて行われた。季節の変わり目のためか、軽風から強風という多彩なコンディションの中、男女ともに13レースが行われた。

女子は3チームがゴールドフリートに残り、最後のメダルレース前には近藤・鎌田が2位、吉迫・大熊が3位につけダブル受賞の期待もあったが、昨年優勝のオランダ・チームが逃げ切って優勝、近藤は惜しくも2位、また吉迫は権利艇からの抗議でペナルティを課せられ（オンザウォータージャッジング）残念ながら5位に終わった。とはいうものの、重由美子いらい久し振りのメダリストが誕生した。

男子はオリンピック・テストイベント6位の関チームを筆頭に入賞を目指したが、スタートの失敗が多く、山田・中村チームのみしかゴールドフリートに残れなかった（最終27位）。負けたレースから課題も多く見つけることができたのが収穫である。（中村）

4. 
インターナショナル・メジャラー申請

小島正義さんのＩＭ申請をＩＳＡＦに提出した。昨年のワールド（サンフランシスコ）につづき、今年の日照ではチーフメジャラー代理も務め、国際470協会でも認められて推薦を受けている。

5. 全日本選手権について

本年度は11月に江の島で開催予定。実施要項、帆走指示書案を説明。今まで水域毎に行っていたエントリーは、個別にＨＰでしてもらうこととなった。

女子枠について、来年向けて再度の見直しをする。

アジア大会出場チームの処遇

今年度アジア大会出場チームは、JOCの指示で11/20頃に日本選手団としてまとまって出発するため全日本選手権に出場できない、（男子 山田チーム、女子 近藤チーム）

従来、全日本優勝者には翌年度ワールドへの出場権が与えられているが、今年度はどうするかが討議され、挙手によって全員一致で、今年度の全日本についてはワールド出場権は与えないことが決定した。

☆2007全日本選手権について

来年度のリハーサル国体（大分県）となる実業団選手権が港湾工事の都合により11月23～25日に開催予定となっており、JSAFおよび実業団ヨット連盟から文書により、全日本470選手権（江の島）の日程変更依頼が届いた。

また、2008年ワールドが1月にメルボルンで開催されるために、船のコンテナ輸送に間に合う時間的余裕をもってナショナルチーム選考レースを行わなければならない。

上記の２事項を併せて考慮し、慎重に対処するために決定を次回理事会まで延期することとなった。

6. ＪＳＡＦ補助金について

今年度も環境キャンペーンに参加、協力することで補助金を申請する。ステッカー、フラッグなどをＪＳＡＦに申し込む。

7. 世界選手権開催

福岡が2010年世界選手権開催地に立候補した。他にも数カ国が立候補している模様。10月20～23日にイスタンブールで行われる国際470協会年次総会において投票で決定する。

8. その他

全日本女子学生ヨット選手権大会： 女子470チーム34艇が出場。

2007アビームカップ： 開催の方向でスポンサーと最終協議中。実施要項案はできている。

